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院内研究大会
第15回院内医療マネジメント大会

日帰り脊髄造影検査を安全に受けるための取り組みと看護の実際

外来Bブロック　　山本　保代　　鈴木佐知子
日野貴美子　　中山　節子
柴田　美樹　　野村　秀子

　脊髄造影検査は，脊髄疾患の術前評価として数
多く行われている．これまで，当院では2泊3日の
入院を必要とし，副作用出現予防のため，輸液を
行いながらの観察と十分な安静をとらせるように
してきた．
　しかし，近年，水溶性造影剤の導入で副作用の
出現はまれであることや在院日数の短縮化，また
手術患者の増加のため検査入院用のベッドの確保
が困難になってきたため，医師より日帰り検査と
したいと要請された．平成25年1月より重篤な合
併症がない患者に対し，日帰り検査として行われ
ることになり，安全，安楽に検査が受けられるよ
う取り組んだ．その結果，大きな問題もなく検査
は行われている．1年間の看護を振り返り報告する．

Ⅰ．取り組んだ内容
1．医師，関連部署との話し合い

　1）予約に関すること
　2）放射線科との調整
2．科内での取り組み
　1）手順作成
　2）説明用紙作成
　3）安静場所の検討

Ⅱ．結　果
1．外来検査に移行して1年が経過した．重篤な副

作用は認められず，外来検査としておこなって
いる．

2．患者の待ち時間が長い

Ⅲ．今後の課題
1．患者の待ち時間改善
2．検査後の安静にする場所対策

トラブル時の電話対応マニュアル再作成とスタッフ指導
～看護の標準化を目指して～

人工透析室　　望月見奈子　　小林　桂子
石川千奈美

　当院の腹膜透析（以下PDと略す）患者は現在5
名となった．それに伴い，腹膜炎，カテーテル感
染，出口部トラブルも増えてきた．
　当院におけるPDトラブル時の電話対応は，日
中は透析室看護師，夜間休日は救急外来看護師

が担当している．しかしPD担当看護師は少なく，
休暇等で不在な時もあるので担当者以外が電話を
受けた場合の対応をどのようにするかが課題と
なっていた．そこで誰でも標準的な対応ができる
よう，具体的なトラブル時電話対応マニュアルを
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再作成することにした．
　そして透析室スタッフを対象としトラブル時
の電話対応についての勉強会を行った．PD担当
スタッフ2人が患者役と電話対応看護師役となり，

具体的な事例をもとに作成したトラブル時電話対
応マニュアルを用いて理論づけた説明とデモンス
トレーションを行い，スタッフの理解を深めるこ
とができた．

スコープ洗浄・消毒の履歴管理　（内視鏡室での取り組み）

内視鏡室　　山本　文子　　竹沢ひとみ
白井　雪乃

　内視鏡室では，3年前より，スコープの履歴管
理をはじめました．履歴管理は，適切に洗浄，消
毒をしている証明になります．感染対策の基本
は「洗浄・消毒に関するガイドライン」を遵守す
ることですが，その質の保証をするものとして，
履歴管理が重要になってきます．内視鏡検査や治
療において，患者から感染の可能性を指摘される
ことは，今後あるかもしれません．こうした事を
想定した場合，洗浄消毒を確実に行っていること
を，目にみえる形で，残す必要があります．ま
た，あってはならないことですが，記録に残すこ
とで，感染が起こった場合，スコープがどのよう
に，使用されたか，後追いができることです．最
初ですから，手書きで，記録として残していくこ
とを目標にしました．

　記録として残したい項目として①患者名とID
番号　②患者に使用したスコープ③洗浄日時　④
使用した洗浄消毒装置　⑤消毒薬の濃度・効果　
をあげ，方法をかんがえた．受付事務，介助NS,
処置NS,洗浄係とそれぞれの役割をもとに，施行
していった．
　忙しい中，記録する作業がふえたが，スタッフ
の協力のもとに継続していくことが重要であり，
原因追求の為だけでなく，自分たちが，きちんと
洗浄消毒したことの証明になることを理解し，進
めていった．現在では，履歴管理は，業務の一環
となり，あたりまえのように，なっている．内視
鏡室の検査，治療を安全に行うために施行してい
る一つとして発表します．

検査技師による病棟採血業務の取組み

検査部　　酒井　悦子
採血ワーキンググループ　　　　　　　
3－7病棟　　野田美由紀　　牧野　仁美

高橋　涼子

Ⅰ．はじめに
　2006年度の診療報酬改正で，看護師配置7：1に
て入院基本料が大きく改正された．
　急性期病院において7：1を維持することは病院
収益においても必須である．検査部と看護部は相
互の連携を目的に2006年より合同会議を行ってき
た．その中で看護師不足の状況より看護支援とし

て，“検査技師による採血”の提案がなされた． 
2010年よりまず外来採血業務が検査部に移行し順
調に稼働した．更に2011年より病棟採血業務導入
に向け検討を重ね2013年6月より開始することが
できた．検査部・看護部の病棟採血への取組みを
報告する．


